
２章 データの整理 

１． １次元のデータ（P.38～55） 
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練習 2 
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 グラフより 

 35kg 以上 50kg 未満は 14 人，70％ 
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      ( )   よって，30(分) 
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 上の表より，平均値は 56201120    よって，56cm 
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 ⑴ データ数が 9 個であるから，中央値は，小さい方から数えて 

5
2

10
2

19 
(番目) 

よって，中央値は，40 

 ⑵ データ数が 10 個であるから，中央値は小さい方から数えて 

5.5
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11
2

110   

よって，中央値は 5 番目の 35 と 6 番目の 40 の平均値 
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 ⑴ 最頻値は 30 

 ⑵ 最頻値は 16 と 20 
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 ⑴  

   1 2 3
3 5 15 174 8 16

2 2
     ， ，Q Q Q  

 

 ⑵  

   1 2 3
9 115 10 13

2
   ， ，Q Q Q  
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   四分位範囲を求めると 

  ⑴は 3 1 16 4 12   Q Q  

  ⑵は 3 1 13 5 8   Q Q  

   よって，⑵の方が中央値への密集度が高いと考えられる。 
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 ⑴ 5
5
2558246

5
1  )(  

   

 

 

  よって，分散は 4 

 ⑵ 6
8
48571054728

8
1  )(  

  よって 

 

 

 

 ⑶ 4
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402635334257
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1  )(  

  よって  
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 ⑴  

 

 

 

よって，分散 6422 2222  )( xxs  

 ⑵  

 

 

  よって，分散 8533 22 s  

 

 ⑶  

 

 

 

 

  よって，分散 2.462.40 22 s  
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 ⑴ 4
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2053741

5
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5
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∴ 24162022  )(xxs  

 ⑵ 5
8
4098723227
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よって 

2 2 33 25 8 2 2 2.8s x x      ≒( ) ( ) 
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上の表より  11
40

440 x  

x2 の平均値 2x は  136
40

54402 x  

よって，x の標準偏差 s は  2136 11 136 121 15 3.87s      ≒( ) 
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 仮平均を 65 とし階級の幅が 10 であるから 

10
65 xu  によって， 

新しい変量 u を定めると， 

右の表より 

7.0
50
35 u  

68.181.2

49.03.37.0
50

165 2



 )(us
 

よって 586576510  ux  
    8.1668.11010  uu ss  

 

 

 



２章 データの整理 

２．2 次元のデータ（P.56～63） 

 

練習 1 

  図より，負の相関関係があるといえる。 
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練習 3 

b： 5457604830  )()(   負 

c： 26457354860  )()(  負 

d： 2657704850  )()(  正 

e： 105657904880  )()(  正 
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より，次の表ができる。 

 
上の表から世界史と数学の相関係数 r は 

  
4 2 0.89

10 2 5
r 
   


(≒ ) 

   
1 1 5
5

z  ( )  

 より，次の表ができる。 

   

 上の表から数学と物理の相関係数 r は 4 1 0.71
2 16 2

r     



２章 データの整理 

章末問題（P.64） 

 

1 

⑴ 平均値は 

1 5205 2 15 6 25 4 35 4 45 4 26
20 20

          ( )  

よって，平均値 26 点 

20 人いるので， 5.10
2

120 
より中央値は 10 番目と 11 番目の平均値である。 

10 番目と 11 番目の階級値はとも 25 点より中央値 25 点 

度数分布表から最頻値 15 点 

 

⑵ 階級値を x，度数を f で表すと次の表のようになる。 

 

⑴より， 26x  

 また，x2 の平均値 2x は 845
20

169002 x  

 よって，分散 s2 は 16926845 22 s  

 したがって，標準偏差 s は 13169 s  

 

2 

 ⑴ 変量 x，u の平均値を x ， u とする。 

5.125  ux であるから 5.125  ux  

)( 502150
1 uuuu   であるから 

7.115.12
50

85 





 x  

 ⑵ 変量 x，u の標準偏差を sx，suとすると， 5.125  ux  より 2 2 25x us s  

よって 
2

2 2 2 38 8 1836
50 50 2500uS u u        

 
( )  

よって 

2 2 2 18365 25 18.36
2500x us s     
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よって 7.049.01.29.4 2 xs  

7.049.09.11.4 2 ys  

 ⑶ x，y の共分散 sxyは 

29.111.21
20
1  )(){(xys  

 

 

 

 

 ⑷ ⑶より相関係数 r は 
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⑴  

 

 

 

 

 

 

⑵  

 

 

 

 

 

 

 

平均値 ：国語 6 点，英語 5.5 点 

標準偏差：国語 1.7 点，英語 1.5 点 

⑶ ⑵より 
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よって，相関係数は 2.3 0.90
1.73 1.5

r 

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